
１　県内の非行少年等の概況

人 員 率（％）
469 487 -18 -3.7
195 184 11 6.0
664 671 -7 -1.0
119 113 6 5.3
33 35 -2 -5.7

152 148 4 2.7
62 60 2 3.3

878 879 -1 -0.1
6,128 6,879 -751 -10.9

２　刑法犯少年包括罪種別の状況

構成比（％） 構成比（％） 人 員 率（％）
664 100 671 100 -7 -1.0
19 2.9 19 2.8  

146 22.0 161 24.0 -15 -9.3
328 49.4 335 49.9 -7 -2.1
21 3.2 15 2.2 6 40.0
15 2.3 15 2.2  

135 20.3 126 18.8 9 7.1
35 5.3 49 7.3 -14 -28.6

３　刑法犯少年学職別の状況

区分 構成比（％） 構成比（％） 人 員 率（％）
664 100 671 100 -7 -1.0

 
124 18.7 98 14.6 26 26.5
206 31.0 202 30.1 4 2.0
176 26.5 189 28.2 -13 -6.9
43 6.5 36 5.4 7 19.4
66 9.9 103 15.4 -37 -35.9
49 7.4 43 6.4 6 14.0

区分 構成比（％） 構成比（％） 人 員 率(％)
299 100 314 100 -15 -4.8
191 63.9 185 58.9 6 3.2
24 8.0 22 7.0 2 9.1
49 16.4 58 18.5 -9 -15.5
35 11.7 49 15.6 -14 -28.6

45.0 － 46.8 － —1.8 ポイント

　 なっている。
○　不良行為少年では、喫煙（3,814人）と深夜はいかい（1,609人）が全体の88.5パーセントを占めている。
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○　全刑法犯検挙・補導人員の12.6パーセント（前年同期比＋0.3ポイント）を少年が占めている。 
○ 刑法犯少年のうち窃盗犯が最も多く、全体の49.4パーセントを占め、次いで粗暴犯の22.0パーセントと
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４　初発型非行の状況
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令和３年６月末、県内で検挙・補導した非行少年(犯罪少年、触法少年及びぐ犯少年の総称)は878人で前

　不良行為少年は6,128人で、前年同期（6,879人）に比べて751人（10.9％）減少している。
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年同期（879人）に比べて１人（0.1％）減少している。
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